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編
訳
者
ま
え
が
き

　

本
書
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
開
祖
ム
ハ
ン
マ
ド
の
こ
と
ば
や
彼
に
つ
い
て
弟
子
が
語
っ
た
こ
と
ば
の
中

か
ら
、
彼
の
人
生
、
暮
ら
し
、
当
時
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、「
預
言
者
」
と
し
て
の
目
覚
め
、
イ
ス
ラ
ー

ム
の
教
え
、
弟
子
た
ち
と
の
交
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
、
精
選
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ム
ハ
ン
マ
ド
の
こ
と
ば
を
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
ハ
デ
ィ
ー
ス
」
と
い
う
。
原
義
は
「
こ
と
ば
」「
語
り
」

を
意
味
す
る
が
、
内
容
は
彼
自
身
の
発
し
た
こ
と
ば
、
彼
の
お
こ
な
っ
た
こ
と
、
周
り
の
者
た
ち
の
お

こ
な
い
に
た
い
し
て
彼
が
認
め
た
り
、
た
し
な
め
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
見
聞
き
し
た
弟

子
た
ち
が
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
容
貌
や
性
格
に
つ
い
て
、
弟
子
た
ち
が
語
っ
た
こ
と
ば
も
含
ま

れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
「
弟
子
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
彼
に
付
き
従
っ
た
信
徒
た
ち
の
中
で
、
彼
の
身
近
で
日
頃

か
ら
そ
の
言
動
に
触
れ
て
い
た
人
び
と
で
あ
る
。
本
書
に
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
伝
承
者
と
し
て
名
が
あ
が
っ

て
い
る
の
は
、
そ
の
中
で
も
「
高
弟
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

た
だ
し
、
彼
ら
自
身
が
「
弟
子
」
や
「
高
弟
」
と
表
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
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「
サ
ハ
ー
バ
」
と
い
う
。
日
本
語
で
は
「
教
友
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
原
義
は
「
一
緒
に
い
る
人
び

と
」
の
意
で
、
西
暦
七
世
紀
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
で
は
「
共
に
い
る
」「
行
動
を
共
に
す
る
」
こ
と
は
、

乾
燥
地
帯
の
過
酷
な
生
態
環
境
を
生
き
抜
く
人
び
と
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
人
間
関
係
を
示
す
概

念
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
サ
ハ
ー
バ
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
と
生
死
を
共
に
し
た
人
び
と
で
あ
っ
た
。

　

預
言
者
と
名
乗
っ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
説
き
、
彼
に
従
っ
た
人
び
と
は
、
宗
教

的
に
は
ム
ス
リ
ム（
帰
依
者
）と
呼
ば
れ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
「
帰
依
」
の
意
味
な
の
で
、
ム
ス
リ
ム

は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
し
た
人
」
と
い
う
こ
と
に
な
る（
な
お
、
ア
ラ
ビ
ア
語
原
文
で
は
「
改
宗
」
と
い
う

表
現
は
使
わ
れ
な
い
の
で
、
本
文
中
で
は
「
帰
依
し
た
」「
イ
ス
ラ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
」
と
訳
し
て
い

る
）。
ム
ス
リ
ム
の
中
で
、
一
度
で
も
彼
に
会
っ
た
り
彼
の
こ
と
ば
を
遠
く
か
ら
で
も
聞
い
た
人
は

「
教
友
」
に
含
ま
れ
る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
が
世
を
去
る
少
し
前
に
お
こ
な
っ
た
巡
礼
の
際
に
「
別
離
の
説

教
」
を
述
べ
た
時
、
丘
の
上
か
ら
語
る
彼
の
眼
下
に
は
非
常
に
多
く
の
ム
ス
リ
ム
が
参
列
し
て
い
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
教
友
が
一
堂
に
会
し
た
最
大
の
集
会
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
教
友
の
総
数
を
、

最
大
一
二
万
人
と
す
る
説
も
あ
る
。
親
し
い
高
弟
の
数
は
、
も
っ
と
少
な
い
。
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
彼
の
没

後
に
伝
え
た
教
友
と
し
て
、
数
百
人
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
著
名
な
人
び
と
に
つ
い
て
は
、
本

書
の
巻
末
に
略
伝
を
掲
載
し
た
。

　

宗
教
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
開
祖
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
が
生
き
て
い
る
一
代
の
あ
い
だ
に
確
立
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さ
れ
た
。
教
え
の
第
一
の
源
泉
は
、
彼
が
預
言
者
す
な
わ
ち
「
神
の
こ
と
ば
を
預
か
る
人
」
と
し
て
受

け
取
っ
た
神
の
啓
示
で
あ
る
。
そ
れ
は
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
と
し
て
、
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ク

ル
ア
ー
ン
は
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
「
神
の
こ
と
ば
」
そ
の
も
の
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ム
ハ
ン
マ
ド
が
伝

え
た
神
の
こ
と
ば
で
あ
っ
て
、
彼
の
こ
と
ば
で
は
な
い（
ク
ル
ア
ー
ン
に
ご
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、

小
杉
泰
『「
ク
ル
ア
ー
ン
」
―
語
り
か
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
を
参
照
い
た

だ
き
た
い
）。

　

ム
ハ
ン
マ
ド
自
身
の
こ
と
ば
は
、
本
書
に
収
め
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
ク
ル
ア
ー
ン
に

つ
ぐ
典
拠
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
テ
キ
ス
ト
が

明
確
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
は
伝
承
さ
れ
た
語
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
か
ら

こ
こ
ま
で
だ
け
が
ム
ハ
ン
マ
ド
の
こ
と
ば
と
、
明
確
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
た
と
え
ば
、

岩
波
文
庫
版
の
ク
ル
ア
ー
ン（
井
筒
俊
彦
訳
『
コ
ー
ラ
ン
』）が
三
分
冊
で
足
り
る
の
と
比
べ
る
と
、
ハ

デ
ィ
ー
ス
の
場
合
、
す
べ
て
を
訳
そ
う
と
思
え
ば
、
何
十
冊
も
必
要
と
な
る
。

　

伝
承
と
し
て
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
解
説
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
が
、
と
に
か
く
ハ
デ
ィ
ー
ス
は
数
が
き
わ
め
て
多
く
、
し
か
も
一
つ
一
つ
は
短
い
の
が
普
通

で
、
通
読
す
る
よ
う
な
形
を
し
て
い
な
い
。
一
〇
世
紀
ま
で
に
信
頼
性
の
高
い
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
が
編へ
ん

纂さ
ん

さ
れ
、
そ
の
多
く
が
主
題
別
に
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
配
列
し
て
い
る
の
で
、
多
少
は
扱
い
や
す
く
な
っ
て
い
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る
が
、
同
一
主
題
の
下
に
似
た
よ
う
な
ハ
デ
ィ
ー
ス
が
並
び
、
一
般
読
者
に
は
と
っ
つ
き
に
く
い
。
そ

の
一
方
で
、
伝
承
者
別
に
配
列
さ
れ
た
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
通
読
し
て
も
内
容
上
の
脈

絡
が
な
い
た
め
、
た
と
え
ア
ラ
ビ
ア
語
が
読
め
て
も
、
一
般
読
者
に
は
歯
が
立
た
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
も
古
く
か
ら
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
精
選
集
が
編
ま
れ
て
き
た
。
も
っ

と
も
簡
潔
な
も
の
は
「
四
〇
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
」
と
呼
ば
れ
る
種
類
で
、
四
〇
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
厳
選
し

て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
が
教
え
た
こ
と
の
神
髄
を
提
示
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
の
日
本
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
宗
教
な
の
か
、
そ
の
教
え
の
原
典
に
触
れ
て
み
た
い
と
い
う
要
望
が
多
く
の
方
か
ら
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
第
二
の
源
泉
た
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ

て
い
る
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
日
本
語
で
は
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
は
簡
単
に
は
手
に
入
ら
な
い
。
二
大

『
真
正
集
』
と
さ
れ
る
、
九
世
紀
の
ブ
ハ
ー
リ
ー
と
ム
ス
リ
ム
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ
ュ
と
い
う

ハ
デ
ィ
ー
ス
編
纂
者
に
よ
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
が
邦
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
一
般
書
店
で
は
も
は

や
手
に
入
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
空
白
を
埋
め
る
べ
く
、
本
書
を
編
纂
し
た
。
本
文
で
は
、
信
憑
性
の
高
い
ハ
デ
ィ
ー
ス

の
中
か
ら
、
Ⅰ
部
で
は
ム
ハ
ン
マ
ド
の
人
生
と
彼
が
生
き
た
時
代
、
そ
の
人
と
な
り
と
事
績
を
中
心
に
、

Ⅱ
部
で
は
彼
が
指
導
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
、
Ⅲ
部
で
は
彼
の
語
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
つ
い
て
、
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訳
注
を
付
け
て
邦
訳
し
た
。

　

編
纂
の
仕
方
や
素
材
と
な
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
選
択
な
ど
は
、
編
纂
者
の
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
ア
ラ

ビ
ア
語
で
す
で
に
「
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
」
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
を
直
訳
す
る
と
、
お
そ
ら
く
日

本
の
読
者
は
冗
長
に
感
じ
る
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
書
で
は
独
自
の
編
纂
と
配
列
を

お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
が
持
つ
「
生な
ま

の
語
り
」
と
し
て
の
魅
力
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
ム
ハ
ン
マ
ド
と
彼
の
語
っ
た
こ
と
ば
を
聞
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
源
流
を

理
解
し
た
い
と
い
う
日
本
の
読
者
に
便
宜
を
図
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
人
で
編
者
と
訳

者
を
兼
ね
る
以
上
、
そ
の
編
者
の
色
彩
が
で
て
し
ま
う
恐
れ
は
否
め
な
い
。
た
だ
そ
の
場
合
で
も
、
そ

の
色
彩
を
、
四
五
年
も
イ
ス
ラ
ー
ム
を
探
求
し
て
き
た
学
究
者
の
成
果
の
一
つ
、
と
み
て
い
た
だ
け
る

な
ら
ば
幸
甚
に
思
う
。

　

ム
ハ
ン
マ
ド
は
西
暦
五
七
〇
年
頃
に
生
ま
れ
、
六
一
〇
年
頃
に
預
言
者
と
し
て
の
活
動
を
始
め
、
六

三
二
年
に
世
を
去
っ
た
。
歴
史
上
の
偉
人
・
聖
人
の
例
に
も
れ
ず
、
め
だ
っ
た
活
動
を
始
め
る
以
前
に

つ
い
て
は
、
伝
承
も
情
報
も
少
な
い
。
人
び
と
の
注
目
を
集
め
、
そ
の
人
物
の
こ
と
を
皆
が
話
題
に
す

る
の
は
、
社
会
的
に
め
だ
つ
存
在
に
な
っ
て
か
ら
、
と
い
う
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。
ム
ハ
ン
マ
ド
が

「
神
の
召
命
」
を
受
け
た
の
は
四
〇
歳
の
時
で
、
世
を
去
っ
た
の
は
六
三
歳
の
時
で
あ
る
か
ら
、
主
た

る
活
動
期
は
お
お
よ
そ
二
三
年
間
で
あ
る（
た
だ
し
、
純
粋
な
太
陰
暦
で
数
え
て
の
こ
と
な
の
で
、
太
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陽
暦
に
換
算
す
る
と
一
年
に
つ
き
一
一
日
少
な
く
な
る
）。

　

彼
自
身
の
語
り
も
、
彼
に
つ
い
て
の
語
り
も
、
こ
の
二
三
年
間
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
四
〇
歳
以

前
へ
の
言
及
は
非
常
に
少
な
い
。
ま
た
、
語
り
の
多
く
が
、
後
年
に
な
っ
て
か
ら
の
回
想
の
形
を
し
て

い
る
。
弟
子
た
ち
も
、
彼
の
没
後
に
、
し
き
り
と
彼
の
事
績
を
次
の
世
代
に
向
け
て
語
る
よ
う
に
な
っ

た
。
お
読
み
い
た
だ
け
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
語
り
か
ら
一
つ
の
人
生
を
抽
出
す
る
際
に
は
、

伝
記
を
書
く
よ
う
に
は
い
か
な
い
。
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
か
ら
、
そ
の
行
間
を
読
み
解
き
、
訳
注
で

補
う
必
要
が
時
に
生
じ
る
。
そ
の
よ
う
な
限
界
は
あ
る
も
の
の
、
で
き
る
限
り
忠
実
に
、
ム
ハ
ン
マ
ド

自
身
の
「
肉
声
」
と
、
彼
に
つ
い
て
伝
え
る
弟
子
た
ち
の
「
肉
声
」
に
よ
っ
て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
人
生

と
そ
の
こ
と
ば
を
再
現
す
る
よ
う
に
努
め
た
。

　

そ
の
よ
う
な
作
業
を
通
じ
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
古
典
で
も
あ
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
の
一
端
を
、
読
者
の

皆
さ
ま
と
共
有
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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例

•

〔　

〕　

編
訳
者
に
よ
る
簡
略
な
説
明
・
言
い
替
え
・
ア
ラ
ビ
ア
語
原
音
表
記
な
ど
を
示
す
。

•

（　

）　

原
文
の
一
部
で
あ
る
が
、
文
脈
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
カ
ッ
コ
内
に
入
れ
た
も
の
を
示
す
。

古
典
的
な
ア
ラ
ビ
ア
語
に
は
、（　

）や
「　

」
が
な
い
た
め
、
伝
承
者
が
「
彼
は
言
っ
た
」
と
挿
入

し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
地
の
文
な
の
か
伝
承
内
容
な
の
か
わ
か
り
に
く
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、「（
サ
ア
ド
は
続
け
て
言
っ
た
。）」「（
伝
承
者
が〔
解
説
し
て
〕付
言
し
た
。）」
の
よ
う
に
補
っ
た
。

•

1
、
2
…　

訳
注
番
号
。
訳
注
は
該
当
本
文
の
す
ぐ
左
側
に
付
す
。
な
お
人
物
名
に
つ
い
て
、
と
く

に
訳
注
が
な
い
場
合
は
、
巻
末
「
伝
承
者
略
伝
」
を
参
照
の
こ
と
。

•

必
要
に
応
じ
て
、
節
な
ど
の
初
め
に
、
簡
略
な
背
景
説
明
を
入
れ
た
。

•

定
冠
詞
等
の
扱
い
を
含
め
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
カ
タ
カ
ナ
転
写
法
は
原
則
と
し
て
『
岩
波
イ
ス
ラ

ー
ム
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）に
依
拠
し
て
い
る
。（
な
お
、「
ア
ブ
ー
」
は
そ
の
前
に
「
イ
ブ
ン
」

が
来
る
と
、「
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
～
」
と
「
ブ
」
が
「
ビ
」
に
変
化
す
る
。）

•

年
号
表
記
に
お
い
て
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦（
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
公
式
の
暦
）が
西
暦
の
二
年
に
ま
た
が
る
場

合
は
、「
／
」
を
用
い
て
示
し
た
。
年
号
に
異
説
が
あ
る
場
合
は
、「
ま
た
は
」
を
用
い
て
併
記
し
た
。
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ハ
デ
ィ
ー
ス
本
文
の
構
成

　

ハ
デ
ィ
ー
ス
は
一
般
に
左
の
例
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

ア
ブ
ー
・
カ
タ
ー
ダ
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
　

―
　

ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
は
、
月
曜
日
の

断
食
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、「
そ
れ
は
私
が
生
ま
れ
た
日
で
あ
り
、
私
が〔
預
言
者
と
し
て
〕召

命
を
受
け
た
日
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。�

（
ム
ス
リ
ム
）

•

冒
頭
の
「
ア
ブ
ー
・
カ
タ
ー
ダ
」
―
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
行
を
自
ら
見
聞
き
し
、
口
頭
で
伝
え
た

人
の
名
。
こ
の
よ
う
に
ハ
デ
ィ
ー
ス
冒
頭
に
登
場
す
る
伝
承
者
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
巻
末
の
「
伝

承
者
略
伝
」
に
紹
介
し
て
い
る
。

•

「
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
は
…
…
と
答
え
ま
し
た
」
―
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
行
の
内
容
。
ム
ハ
ン
マ
ド
は

「
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
」「
預
言
者
」
と
呼
ば
れ
る
。

•

末
尾
の
「（
ム
ス
リ
ム
）」
―
こ
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
の
形
に
編
纂
し
た
後
世
の
学
者

の
名
と
書
名
。
書
名
は
、
以
下
の
編
纂
者
一
覧
に
従
っ
て
省
略
。
同
一
編
纂
者
の
二
番
目
の
著
作
が

引
用
さ
れ
る
場
合
の
み
、
書
名
も
加
え
て
い
る
。
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本
文
に
登
場
す
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
編
纂
者
一
覧（
太
字
部
分
が
本
文
に
示
し
た
略
称
。
五
十
音
順
）

ア
ブ
ー
・
ダ
ー
ウ
ー
ド　

ア
ブ
ー
・
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
シ
ュ
ア
ス
・
ス
ィ

ジ
ス
タ
ー
ニ
ー（
八
一
七
―
八
八
九
）『
ス
ン
ナ
集
』

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ッ
ザ
ー
ク　

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ッ
ザ
ー
ク
・
サ
ヌ
ア
ー
ニ
ー（
七
四
三
／
四
―
八
二
七
）『
ム

サ
ン
ナ
フ
』

イ
ブ
ン
・
ハ
ン
バ
ル　

ア
フ
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ン
バ
ル（
七
八
〇
―
八
五
五
）『
ム
ス
ナ
ド
』

イ
ブ
ン
・
ヒ
ッ
バ
ー
ン　

イ
ブ
ン
・
ヒ
ッ
バ
ー
ン
・
ブ
ス
テ
ィ
ー（
八
八
四
―
九
六
五
）『
真
正
集
』

イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ャ　

イ
ブ
ン
・
マ
ー
ジ
ャ（
八
二
四
―
八
八
七
）『
ス
ン
ナ
集
』

ダ
ー
ラ
ク
ト
ニ
ー　

ア
ブ
ー
・
ハ
サ
ン
・
ダ
ー
ラ
ク
ト
ニ
ー（
九
一
八
―
九
九
五
）『
ス
ン
ナ
集
』

タ
バ
ラ
ー
ニ
ー　

ア
ブ
ー
・
カ
ー
ス
ィ
ム
・
タ
バ
ラ
ー
ニ
ー（
八
七
三
―
九
七
一
）『
大
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
』

タ
ヤ
ー
リ
ス
ィ
ー　

ア
ブ
ー
・
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
タ
ヤ
ー
リ
ス
ィ
ー（
七
五
〇
―
八
一
九
）『
ム
ス
ナ
ド
』

テ
ィ
ル
ミ
ズ
ィ
ー　

ア
ブ
ー
・
イ
ー
サ
ー
・
テ
ィ
ル
ミ
ズ
ィ
ー（
八
二
五
―
八
九
二
）『
ス
ン
ナ
集
』

ナ
サ
ー
イ
ー　

ア
フ
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
シ
ュ
ア
イ
ブ
・
ナ
サ
ー
イ
ー（
八
三
〇
―
九
一
五
）『
ス
ン
ナ
集
』

ハ
ー
キ
ム　

ア
ブ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ハ
ー
キ
ム
・
ナ
イ
サ
ー
ブ
ー
リ
ー（
九
三
三
―
一
〇
一
四
）

『
二
大
真
正
集
補
遺
』
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バ
イ
ハ
キ
ー　

ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
バ
イ
ハ
キ
ー（
九
九
四
―
一
〇
六
六
）『
大
ス
ン
ナ
集
』

ブ
ハ
ー
リ
ー　

ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
ブ
ハ
ー
リ
ー（
八
一
〇
―
八
七
〇
）『
真
正
集
』

ブ
ハ
ー
リ
ー
『
ア
ダ
ブ
』　

ブ
ハ
ー
リ
ー（
同
上
）『
ア
ダ
ブ
・
ム
フ
ラ
ド
』

マ
ー
リ
ク　

マ
ー
リ
ク
・
イ
ブ
ン
・
ア
ナ
ス（
七
〇
八
ま
た
は
七
一
六
―
七
九
五
）『
ム
ワ
ッ
タ
ア
』

ム
ス
リ
ム　

ム
ス
リ
ム
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ
ュ（
八
一
七
ま
た
は
八
二
一
―
八
七
五
）『
真
正
集
』

　

各
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
編
訳
者
解
説
を
参
照
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
の
中
か
ら
四
〇
点
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
精
選
し
た
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
が

あ
る
。
そ
の
中
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
も
っ
と
も
広
く
読
ま
れ
て
い
る
の
が
、
次
の
ナ
ワ
ウ
ィ
ー
編

の
も
の
で
、
こ
れ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
は
、
そ
の
こ
と
自
体
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
元
の
出
典
と
共
に
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
末
尾
に
「（
ナ
ワ
ウ
ィ
ー
）」
と
付
記
し
た
。

ナ
ワ
ウ
ィ
ー　

ヤ
フ
ヤ
ー
・
イ
ブ
ン
・
シ
ャ
ラ
フ
・
ナ
ワ
ウ
ィ
ー（
一
二
三
三
―
一
二
七
七
）『
四
〇
ハ
デ

ィ
ー
ス
精
選
集
』
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1
　
ム
ハ
ン
マ
ド
の
生
い
立
ち

ム
ハ
ン
マ
ド
の
故
郷
マ
ッ
カ
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
紅
海
側
の
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
地
方
に
位
置
す
る（
巻

末
図
1
）。
人
間
が
居
住
で
き
る
だ
け
の
水
源
は
あ
っ
た
が
、
農
業
に
は
適
さ
ず
、
彼
の
属
す
る

ク
ラ
イ
シ
ュ
族
は
商
業
を
生
業
と
し
て
い
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
に
は
、
ア
ラ
ブ
諸
部
族
は
互
い

の
血
統
や
勢
威
を
競
っ
て
い
た
。
マ
ッ
カ
の
カ
ア
バ
聖
殿
は
、
巡
礼
地
と
し
て
特
別
の
敬
意
を
集

め
て
い
た
。

誕
　
生

　

ム
ッ
タ
リ
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
イ
ブ
ン
・
カ
イ
ス
は
、
自
分
の
祖
父
か
ら
父
を
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通
し
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
ば
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る

―
私〔
カ
イ
ス1
〕と
ア
ッ
ラ
ー

の
使
徒〔
ム
ハ
ン
マ
ド
〕は
象
の
年2
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
同
い
年
で
す
」。
ウ
ス
マ
ー
ン
・

イ
ブ
ン
・
ア
ッ
フ
ァ
ー
ン
が
ク
バ
ー
ス
・
イ
ブ
ン
・
ア
シ
ュ
ヤ
ム3
に
「
あ
な
た
と
ア
ッ
ラ
ー
の
使

徒
と
、
ど
ち
ら
が
大
き
い〔
年
長
〕か
？
」
と
聞
く
と
、
彼
は
こ
う
答
え
ま
し
た

―
ア
ッ
ラ
ー
の

使
徒
の
ほ
う
が
大
き
い〔
偉
大
〕で
す
が
、
生
ま
れ
た
日
は
私
の
ほ
う
が
早
い
で
す
。
ア
ッ
ラ
ー
の

使
徒
は
象
の
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
の
母
は
、
私
を
生
ま
れ
た
土
地〔
マ
ッ
カ
〕で
育
て
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
、
象
の
排
泄
物
が
緑
色
に
な
っ
て
い
る
の
を〔
子
ど
も
と
し
て
〕見
た
覚
え
が
あ
り

ま
す
。�

（
テ
ィ
ル
ミ
ズ
ィ
ー
）

1　
ム
ハ
ン
マ
ド
に
と
っ
て
は
、
父
の
再ま
た

従い

と

こ
兄
弟
に
あ
た
る
。　

2　
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
で
紀
元
が
定
め
ら
れ

る
以
前
の
ア
ラ
ブ
人
は
、
印
象
的
な
事
件
の
あ
っ
た
年
を
「
～
の
年
」
と
呼
び
、「
そ
の
何
年
前
／
何

年
後
」
と
時
系
列
を
表
現
し
て
い
た
。「
象
」
は
、
軍
事
用
に
象
を
用
い
る
ア
ク
ス
ム（
エ
チ
オ
ピ
ア
）

の
軍
が
、
当
時
ア
ク
ス
ム
の
支
配
地
で
あ
っ
た
イ
エ
メ
ン
か
ら
マ
ッ
カ
に
襲
来
し
た
事
件
を
指
す
。
マ

ッ
カ
の
カ
ア
バ
聖
殿（
当
時
は
多
神
教
の
巡
礼
地
）を
破
壊
し
、
イ
エ
メ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
会
を
振
興
す

る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
お
お
む
ね
西
暦
五
七
〇
年
と
同
定
さ
れ
て

い
る（
五
七
一
年
説
も
あ
り
）。　

3　
マ
ッ
カ
生
ま
れ
の
キ
ン
ダ
部
族
の
人
。
ム
ハ
ン
マ
ド
よ
り
年
長
で
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あ
っ
た
が
、
部
族
連
合
の
戦
い（
六
二
七
年
、
一
三
三
―
一
三
九
頁
参
照
）の
後
で
イ
ス
ラ
ー
ム
に
加
わ

っ
た
。

　

ア
ブ
ー
・
カ
タ
ー
ダ
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
―
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
は
、
月
曜
日
の
断
食

に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、「
そ
れ
は
私
が
生
ま
れ
た
日
で
あ
り
、
私
が〔
預
言
者
と
し
て
〕召
命1
を
受
け

た
日
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。�

（
ム
ス
リ
ム
）

1　
神
か
ら
預
言
者
と
し
て
の
使
命
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
す
。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ッ
バ
ー
ス
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る

―
預
言
者〔
ム
ハ
ン
マ
ド
〕は
月
曜
日
に

生
ま
れ
、
月
曜
日
に
預
言
者
と
し
て
の
召
命
を
受
け
ま
し
た
。
マ
ッ
カ
か
ら
マ
デ
ィ
ー
ナ
へ
と
移

住1
に
旅
立
っ
た
の
も
月
曜
日
で
し
た
し
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
に
到
着
し
た
の
も
月
曜
日
で
し
た
。
彼
は

月
曜
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
黒
石2
を〔
元
の
場
所
に
〕あ
げ
た
の
も
、
月
曜
日
で
し
た
。

�

（
イ
ブ
ン
・
ハ
ン
バ
ル
）

1　
ヒ
ジ
ュ
ラ（
聖
遷
）の
こ
と
。
迫
害
の
続
く
マ
ッ
カ
か
ら
マ
デ
ィ
ー
ナ
へ
移
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
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体
を
樹
立
し
た
。
後
出
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
参
照（
九
七
頁
）。　

2　
立
方
体
の
カ
ア
バ
聖
殿
に
は
、
角
の
一

つ
に
黒
石
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
に
よ
る
カ
ア
バ
聖
殿
の
再
建
時
に
、
青
年

時
代
の
ム
ハ
ン
マ
ド
が
黒
石
を
は
め
こ
む
役
割
を
担
っ
た
こ
と
を
指
す
。
後
出
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
参
照

（
三
〇
―
三
二
頁
）。

父
母
を
な
く
し
、
孤
児
と
し
て
育
つ

　

ム
ッ
タ
リ
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
イ
ブ
ン
・
カ
イ
ス
は
、
祖
父
の
こ
と
ば
を
父
か

ら
聞
い
て
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る

―
彼〔
祖
父
カ
イ
ス
〕は
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
の
誕
生
に
つ

い
て
言
及
し
て
、
こ
う
言
い
ま
し
た

―
彼〔
ム
ハ
ン
マ
ド
〕の
父1
は
、
彼
の
母
が
彼
を
身
ご
も
っ

て
い
る
時
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。�

（
ハ
ー
キ
ム
）

1　
ム
ハ
ン
マ
ド
の
父
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は
、
当
時
の
ハ
ー
シ
ム
家
の
族
長
・
祖
父
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ッ

タ
リ
ブ
の
愛
息
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー〔
ア
ッ
ラ
ー
の
し
も
べ
〕と
い
う
名
で
あ
る
が
、
当
時
の

多
神
教
で
は
ア
ッ
ラ
ー
は
主
神
と
さ
れ
つ
つ
も
、
絶
対
者
・
創
造
主
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
は
母
の
妊
娠
中
に
父
が
没
し
た
た
め
、
誕
生
後
は
祖
父
に
保
護
さ
れ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
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「
ヤ
テ
ィ
ー
ム
」
は
片
親
ま
た
は
両
親
を
亡
く
し
た
「
孤
児
」
を
指
す
の
で
、
ム
ハ
ン
マ
ド
は
生
誕
時

か
ら
父
の
な
い
「
孤
児
」
で
あ
っ
た
。

　

ア
ブ
ー
・
シ
ュ
ラ
イ
フ〔
・
カ
ア
ビ
ー
〕は
、
預
言
者
が
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
伝
え
て
い
る

―
お
お
、
ア
ッ
ラ
ー
よ
、
私
は
二
つ
の
弱
い
者
た
ち
、
す
な
わ
ち
、
孤
児1
と
女
性2
の
権
利
を
不

可
侵
な
も
の
と
宣
し
ま
す
。�

（
ナ
サ
ー
イ
ー
）

1　
孤
児
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
で
も
、
ム
ハ
ン
マ
ド
自
身
が
孤
児
で
あ
り
な
が
ら
保
護

者
を
き
ち
ん
と
得
て
い
た
こ
と（
＝
神し
ん

佑ゆ
う

）や
、
孤
児
の
遺
産
を
公
正
に
保
全
す
る
義
務
な
ど
、
言
及
が

多
い
。　

2　
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
社
会
は
男
尊
女
卑
が
甚
だ
し
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は

そ
れ
を
大
き
く
改
革
し
た
。
当
時
の
世
界
的
な
水
準
か
ら
言
っ
て
も
、
非
常
に
先
進
的
と
評
価
さ
れ
て

い
る（
な
お
今
日
で
は
、
現
代
的
な
価
値
観
か
ら
見
た
批
判
が
別
途
存
在
す
る
）。

　

イ
ブ
ン
・
イ
ス
ハ
ー
ク
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
―
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
の
母1
は
、
ア
ブ

ワ
ー
の
地2
で
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
ナ
ッ
ジ
ャ
ー
ル
部
族3
に
属
す
る〔
ム
ハ
ン
マ
ド
の
〕母
方
の

オ
ジ
た
ち
を
訪
問
し
て
い
る
時
で
し
た
。�

（
ハ
ー
キ
ム
）
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1　
ム
ハ
ン
マ
ド
の
母
は
、
ア
ー
ミ
ナ
・
ビ
ン
ト
・
ワ
フ
ブ
。
ア
ー
ミ
ナ
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
が
六
歳
の

時
に
、
ヤ
ス
リ
ブ
の
親
族
を
訪
問
し
て
マ
ッ
カ
に
戻
る
途
中
で
世
を
去
り
、
そ
の
地
で
埋
葬
さ
れ
た
。

そ
の
後
ム
ハ
ン
マ
ド
は
両
親
を
亡
く
し
た
「
孤
児
」
と
し
て
、
祖
父
の
保
護
を
受
け
、
ま
た
八
歳
の
時

に
祖
父
が
亡
く
な
る
と
、
伯
父
の
ア
ブ
ー
・
タ
ー
リ
ブ
の
保
護
を
受
け
た
。　

2　
ヤ
ス
リ
ブ（
後
の
マ

デ
ィ
ー
ナ
）か
ら
マ
ッ
カ
に
向
か
っ
て
南
に
下
っ
た
渓
谷
。　

3　
ム
ハ
ン
マ
ド
の
祖
父
で
ハ
ー
シ
ム
家

の
族
長
で
あ
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ッ
タ
リ
ブ
の
母
の
出
身
部
族
。
ム
ハ
ン
マ
ド
に
と
っ
て
は
、
ナ
ッ
ジ

ャ
ー
ル
部
族
は
広
義
の
「
母
方
の
オ
バ
た
ち
の
一
族
」
に
相
当
す
る
。

系
　
譜

　
〔
ム
ハ
ン
マ
ド
の
系
譜1
＝
一
代
ず
つ
遡
る
系
図
〕ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン2
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
イ
ブ

ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ッ
タ
リ
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ー
シ
ム
・
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
マ
ナ
ー
フ
・
イ
ブ

ン
・
ク
サ
イ
イ
・
イ
ブ
ン
・
キ
ラ
ー
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ム
ッ
ラ
・
イ
ブ
ン
・
カ
ア
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ル

ア
イ
イ
・
イ
ブ
ン
・
ガ
ー
リ
ブ
・
イ
ブ
ン
・
フ
ィ
フ
ル〔
ク
ラ
イ
シ
ュ3
〕・
イ
ブ
ン
・
マ
ー
リ
ク
・

イ
ブ
ン
・
ナ
ド
ル
・
イ
ブ
ン
・
キ
ナ
ー
ナ
・
イ
ブ
ン
・
フ
ザ
イ
マ
・
イ
ブ
ン
・
ム
ド
リ
カ
・
イ
ブ
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ン
・
イ
ル
ヤ
ー
ス
・
イ
ブ
ン
・
ム
ダ
ル
・
イ
ブ
ン
・
ニ
ザ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
マ
ア
ッ
ド
・
イ
ブ

ン
・
ア
ド
ナ
ー
ン4
。

1　
こ
れ
は
ハ
デ
ィ
ー
ス
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
ブ
ハ
ー
リ
ー
『
真
正
集
』
の
中
の
節
の
見
出
し
と
し

て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
の
系
図
の
一
部
で
あ
り
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
伝
承
者
た
ち
に
と

っ
て
い
わ
ば
確
立
さ
れ
た
共
通
認
識
で
あ
っ
た
。　

2　
～
の
息
子
。
ム
ハ
ン
マ
ド
は
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー

の
息
子
で
あ
り
、「
イ
ブ
ン
・
～
」
と
い
う
形
で
一
代
ず
つ
遡
り
な
が
ら
祖
先
を
表
記
す
る
の
が
、
ア

ラ
ブ
の
系
譜
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
イ
ブ
ン
は
冒
頭
の
文
字
を
省
略
し
て
「
ブ
ン（
ビ
ン
）」

と
も
表
記
す
る
が
、
本
書
で
は
イ
ブ
ン
に
統
一
す
る
。　

3　
ム
ハ
ン
マ
ド
か
ら
一
一
代
前
の
フ
ィ
フ
ル

が
ク
ラ
イ
シ
ュ
と
も
呼
ば
れ
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
五
代
前
の
ク
サ
イ
イ
の
頃
か
ら
一
族
が
ク
ラ
イ
シ
ュ
族

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

4　
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
を
含
む
北
ア
ラ
ブ
人
の
祖
。
イ
エ
メ
ン
な
ど
に
発

す
る
南
ア
ラ
ブ
人
の
祖
は
カ
フ
タ
ー
ン
。
古
代
に
滅
び
た
ア
ラ
ブ
人
を
別
と
す
る
と
、
す
べ
て
の
ア
ラ

ブ
人
は
ア
ド
ナ
ー
ン
系
か
カ
フ
タ
ー
ン
系
の
二
系
統
に
区
分
さ
れ
る
。
特
に
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
初
期
に
ア

ラ
ブ
系
譜
学
が
確
立
し
て
以
降
現
代
に
至
る
ま
で
、
こ
の
原
則
は
揺
る
が
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ク
ラ
イ
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ワ
ー
イ
ル
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
―
ア
ブ
ー
・
サ
ラ
マ
の
娘

で
預
言
者
の
養
女1
の
ザ
イ
ナ
ブ
と
話
し
た
時
、
私
は
「
預
言
者
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
彼
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は
ム
ダ
ル
部
族2
に
属
し
て
い
ま
し
た
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
彼
女
は
「
ム
ダ
ル
部
族
に
属

し
、
ナ
ド
ル
・
イ
ブ
ン
・
キ
ナ
ー
ナ3
の
系
譜
を
引
い
て
い
ま
し
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

�

（
ブ
ハ
ー
リ
ー
）

1　
養
育
し
た
娘
、
の
意
。
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
養
子
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
意
味
で
の
養
子

で
は
な
い
。　

2　
前
項
の
北
ア
ラ
ブ
人
の
祖
ア
ド
ナ
ー
ン
か
ら
三
代
目
の
ム
ダ
ル
を
祖
と
す
る
諸
部
族

の
総
称
。　

3　
ナ
ド
ル
は
ム
ダ
ル
か
ら
数
え
て
五
代
目
の
子
孫
で
、
彼
の
子
孫
は
そ
の
父
キ
ナ
ー
ナ
を

祖
と
す
る
諸
部
族
の
中
で
、
ナ
ド
ル
部
族
と
総
称
さ
れ
る
。

　

ワ
ー
ス
ィ
ラ
・
イ
ブ
ン
・
ア
ス
カ
ウ
は
、
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
が
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
伝
え
て

い
る

―
ま
こ
と
に
神
は
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム1〔
ア
ブ
ラ
ハ
ム
〕の
子
ら
か
ら
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル2〔
イ

シ
ュ
マ
エ
ル
〕を
お
選
び
に
な
り
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
子
ら
か
ら
キ
ナ
ー
ナ3
部
族
を
お
選
び
に
な

り
、
キ
ナ
ー
ナ
部
族
の
中
か
ら
ク
ラ
イ
シ
ュ
族4
を
お
選
び
に
な
り
、
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
の
中
か
ら
ハ

ー
シ
ム
家5
を
お
選
び
に
な
り
、
ハ
ー
シ
ム
家
の
中
か
ら
私
を
お
選
び
に
な
っ
た
。

�

（
テ
ィ
ル
ミ
ズ
ィ
ー
）
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1　
旧
約
聖
書
の
族
長
ア
ブ
ラ
ハ
ム
。
そ
の
子
イ
サ
ク（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
イ
ス
ハ
ー
ク
）か
ら
イ
ス
ラ
エ

ル
の
民
が
生
ま
れ
、
も
う
一
人
の
子
イ
シ
ュ
マ
エ
ル（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
）か
ら
ア
ラ
ブ

人
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。　

2　
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
は
マ
ッ
カ
で
ア
ラ
ブ
部
族
の
娘
と
結
婚
し
て
、
母

ハ
ー
ジ
ャ
ル（
旧
約
聖
書
の
ハ
ガ
ル
）と
共
に
、
こ
の
地
に
定
着
し
た
と
さ
れ
る
。　

3　
イ
ス
マ
ー
イ
ー

ル
の
子
孫
か
ら
、
ア
ラ
ブ
諸
部
族
の
系
譜
で
「
北
ア
ラ
ブ
」
の
祖
と
さ
れ
る
ア
ド
ナ
ー
ン
が
出
て
、
キ

ナ
ー
ナ
は
そ
の
後
の
七
代
目
。
キ
ナ
ー
ナ
部
族（
バ
ヌ
ー
・
キ
ナ
ー
ナ
、
す
な
わ
ち
「
キ
ナ
ー
ナ
の
子

ら
」）は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
西
部
の
最
大
級
の
部
族
集
団
で
あ
っ
た（
巻
末
「
北
ア
ラ
ブ
の
系
譜
と
本
書
に

登
場
す
る
部
族
名
」
参
照
）。　

4　
ク
ラ
イ
シ
ュ
は
キ
ナ
ー
ナ
か
ら
三
代
目
の
人
物
で
、
そ
の
子
孫
が

ク
ラ
イ
シ
ュ
族
と
呼
ば
れ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
彼
ら
の
み
、
慣
例
上
、
部
族
名
に
バ
ヌ
ー（
～
の
子

ら
）と
付
さ
な
い
。
ク
ラ
イ
シ
ュ
の
本
名
は
フ
ィ
フ
ル
。　

5　
ハ
ー
シ
ム
は
ク
ラ
イ
シ
ュ
か
ら
八
代
目

の
人
物
で
、
彼
を
家
祖
と
す
る
ハ
ー
シ
ム
家
は
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
の
中
の
支
族
に
あ
た
る
。
ク
ラ
イ
シ
ュ

族
の
支
族
を
「
～
家
」
と
呼
ぶ
の
は
、
日
本
の
ア
ラ
ブ
史
研
究
の
慣
例
。

羊
飼
い

　

ジ
ャ
ー
ビ
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
―
あ
る
時
、
私


